
負荷設備等内訳書作成時の留意事項 

〈新設申込の場合〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用形態や申込内容を正しく選択いただくことにより、入力必須項目

が青色で表示されます。青色表示された箇所においては漏れなく選択

願います。 

 

特に以下の選択漏れにご留意願います。 

「７．発電設備」 

「８．供給側接続事前検討（供給照会）の申込み」 

「９．合計契約設備電力が 50kW 以上となる場合の低圧供給の希望」 



〈街路灯減少申込の場合〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３シート目にある「公衆街路灯等用」は公衆街路灯や信号機の申込み時、必要に応じてご提出願います。 

なお、以下「１６」「１７」の項目について対象外の場合はご提出不要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計４０１ＶＡ以上の街路灯、信号機等は 

「１６．未計器希望の有無」の選択が必須です。 

また、未計器を希望される場合は機器内訳の記載も

お願いします。 

 

合計４０１ＶＡ以上の契約を指しております。 

特に機器種別、設置区分、取付位置の選択漏れにご留意願います。 

また、合計欄の記載漏れについてもご確認願います。 

 

 

例：３００ＶＡ×３灯＝９００ＶＡ 

→うち１灯だけ９ＶＡへ取替 

３００ＶＡ×２灯、９ＶＡ×１灯 

＝６０９ＶＡ 

この場合、３灯合計が６０９ＶＡのため 

該当します。 

以下の場合のみ記載してください。 

・新設時、管理Ｎｏを新規設定するとき 

・既設で電設申込みに合わせて管理Ｎｏを変更するとき 



〈２００Ｖ機器設置が伴う申込の場合〉 

 

 

 

 

 

新設時、電灯で 200V の機器を設置するときは

内訳の記載が必要です。 

※設備変更にともない機器の新設または撤去 

がある場合も同様に記載が必要となります。 

 

 

新設時、内訳すべての記載が必要です。 

※設備変更にともない機器の新設または撤去 

がある場合も同様に記載が必要となります。 

 

 

新設時、内訳すべての記載が必要です。 

※設備変更にともない機器の新設または撤去 

がある場合も同様に記載が必要となります。 


